
東京大学・総合研究博物館・助教

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

基盤研究(B)（海外学術調査）

2017～2013

ペルー北部ヘケテペケ谷最古の神殿はなぜその地点に建ったのか：編年と成立背景の研究

A Study on the Earliest Civic-Ceremonial Center in the Jequetepeque Valley, 
Northern Peru : Its Chronological Position and Social Process

００５２９０６８研究者番号：

鶴見　英成（TSURUMI, Eisei）

研究期間：

２５３０００３６

平成 年 月 日現在３０   ６   ６

円    13,900,000

研究成果の概要（和文）：北部ペルー、モスキート平原に先土器期に神殿が成立した背景を、編年と地域社会の
変化のプロセスに着目して考察するのが研究の主目的である。この平原には石造の基壇やテラスなどの遺構が多
数分布する。それらの分布をトータルステーション測量し、27の地点にて発掘を実施した。大規模建築「モスキ
ートZ1」の発掘では、何世紀にもおよぶ神殿の改変・更新過程が詳細に解明された。また他にも先土器期の祭祀
的な建築複合や、耕作の痕跡のあるテラス群が平原内に複数認められた。これらの祭祀建築と、耕作地との空間
的な関係および編年上の一致から、最初期の大規模建築の成立は農業生産と結びついていたと示唆される。

研究成果の概要（英文）：The main objective of this study is to investigate the rise of the 
civic-ceremonial centers during the Preceramic Period in the Mosquito Plain, focusing on their 
chronological position and the process of social change. All over the plain, there are a 
considerable number of cultural remains such as masonry platforms and terraces. After mapping them 
by using total station, I excavated 27 sectors. As a result, in “Mosquito Z1”, a monumental 
architecture which had a series of construction sequence over centuries, the process of alternation 
and renovation of structures was proved in detail. Also, this study showed that other architectural 
complexes with ritual character of the Preceramic Period and terraces with traces of cultivation 
neighboring to them were present in the plain. The spatial relation and chronological coincidence 
between these ritual buildings and cultivation fields suggest that the emergence of civic-ceremonial
 centers would be related to agricultural production.

研究分野：アンデス考古学、文化人類学
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１．研究開始当初の背景 
ペルー中部・北部の諸河谷流域にて紀元前

3000～50年頃にかけて､神殿（大規模で壮麗
な公共祭祀建築）を中核とする定住村落群が
登場した。土器の導入に先立つ､とくに年代
の古い｢先土器神殿｣の発見事例が現在まで
に多数蓄積されている。神殿の成立がきわめ
て古いということじたいが、人類史における
アンデス文明の特徴として重要視され、各河
谷の｢最初の神殿｣への関心が高まっている。
しかし発掘規模の小ささや絶対年代測定の
不徹底により､先土器神殿の編年の遺跡間･
地域間比較が遅れており、また｢神殿はなぜ
最初にその地点に成立したのか｣という根本
的な問題に対する実証的研究が不十分であ
る。 
代表者はペルー北部のヘケテペケ川中流
域にて 2011年までに通算 5回の発掘を実施
し、南岸に展開する扇状地、モスキート平原
の東端部に位置するマウンド「モスキート
Z1」が、流域最古の先土器神殿の一つである
との見通しを得ていた。またこの平原には他
にも多くの類似したマウンドが分布し、広範
囲にわたって地表がテラス状に整形されて
いるなど、古代におけるさまざまな人間活動
の痕跡が見て取れた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、それらモスキート平原の
遺構群の通時的な変遷を解明し、平原全体の
景観を分析することによって、なぜこの地点
に神殿建築が出現したのかを実証的に解明
することである。また、最初期の神殿が各河
谷の中流部に出現するという傾向から、河谷
間を結ぶ交通網がその成立の背景にあると
の仮説に立ち、他の地域との比較を進めるこ
ととした。これらの考察によって、アンデス
文明の形成過程の特徴を描き出すことが最
終的な目標である。 
 
３．研究の方法 
本研究は測量･発掘･絶対年代測定･景観分
析を通じて、モスキート平原において先土器
期の地域社会がいかなる活動を展開したか
を、通時的に解明する。とくに 2015 年以降
は中部山地ワヌコ盆地にて、コトシュ遺跡な
ど同時代の神殿の研究に着手したため（課題
番号 15H00713「ペルー、ワヌコ市の遺跡発
掘：神殿の起源を巡る編年研究と、その成果
への現代的関心」）、地域間比較を前提として
考察を進めてきた。また所属機関に組織され
た東京大学総合研究博物館放射性炭素年代
測定室と連携し、アンデス文明の高精度編年
の確立という大きな目標の一環として年代
測定を実施した。獣骨や植物遺存体などの有
機遺物の同定、土壌の理化学的分析などは、
ペルー国立トルヒーヨ大学の研究者らと連
携して進めた。 
 
 

４．研究成果 
（１）測量と踏査による遺構群の登録 

2013 年にモスキート平原全域を精緻に踏
査して遺構の分布を確認するとともに、トー
タルステーションと電子平板を導入して測
量を実施した。その結果、当初の想定以上に
遺構の分布範囲が広いことが判明した。平原
東端の「Z 区」などの神殿建築群から、平原
西端の「C区」などの小規模基壇建築群まで
の間に、人工的な基壇、テラス、盛り土など
が切れ目なく続いていたのである。それらは
いずれも本研究の対象である先土器期の建
築物と考えられたため、それを 2014 年以降
に発掘によって検証することとなった。なお
モスキート平原の東側に広がるラマダ平原
でも、やや疎らながら同様の遺構が複数確認
された。 
 
（２）モスキート Zの発掘 
平原の東端「Z 区」に、5 基の基壇から成
る「モスキート Z」神殿が位置している。う
ち最大規模のZ1基壇の中核部を主対象とし、
その傍らに並立する Z2、Z3 基壇を含めて、
2014年と2015年にトレンチ発掘を実施した。
これにより 3基の基壇は接続していびつな十
字形を成すこと、Z1基壇中央部は少なくとも
2 回大規模に更新されていたことなど、建築
形態と更新プロセスについて多くの知見が
得られた。とくに Z1 基壇中央部にて、先土
器神殿に特徴的な炉と壁がんを持つ祭祀空
間を検出し、室内での燃焼を伴う儀礼が他の
地域と共通していたことが判明した。また年
代測定に有効な炭化物や有機遺物試料が複
数採取され、紀元前 2000 年紀前半に基壇建
築の建設が繰り返されたことが明らかにな
った。 
 
（３）その他の神殿建築群の発掘 

2015年には「モスキート Z」神殿以外の大
規模なマウンド群についても、先土器神殿で
あるか確認するべく、小規模な発掘を実施し
た。平原東端の丘陵上に位置する「モスキー
ト X（ラマダ平原 A）」、扇央に立地する「モ
スキート Y」と「モスキート P」は、いずれ
も複数の基壇から構成された建築複合で、内
部から土器は出土せず、採取された炭化物か
ら紀元前 2000 年紀前半の年代が得られた。
したがっていずれも先土器神殿であるとの
結論に至った。これらの立地を検討すると、
遠く離れたモスキート X、Y、P の 3 神殿が
ほぼ同一線上に並ぶなど、平原の広範囲を利
用しながら、計画的に祭祀的な景観を造りだ
していたと考えられる。 
 
（４）テラス群の発掘 

2014年に 1地点、2015年に 22地点、平
原の西半分において小規模な発掘を実施し
た。対象としたのは石列を並べてテラス状に
整えた地点や、その周囲に設けられた盛り土
などであり、多くの場所が人為的に地形を改



変していることが明らかになった。土壌サン
プルを採取して理化学分析したところ、古代
において耕作地であったとの見通しを得た。
また年代測定の結果によると、それらの多く
はモスキートZなどの神殿群と同時期に機能
したと考えられ、地点によってはさらに古い
時代から、また地点によってはもっと後の時
代まで、耕作地として利用されたことがわか
った。平原を全体的に俯瞰すると、北に下る
扇状地の西側半分に耕作地が広がり、東端お
よび南側の扇央部に神殿建築が配置されて
いるという傾向が明らかになった。 
 
（５）結論と今後の課題 
モスキート平原の神殿建築群は、耕作地と
しての土地利用と連動して建設が進められ
ているため、平原全体を視野に入れて計画的
に開発されたと考えられる。平原の各所に配
置された岩絵の図像や、建築の形態などから
推論すると、このような土地利用のアイデア
はすでに他の地域、おそらくより南方のペル
ー北中央海岸などで発達したものであろう。 
なお定説より早く、ラクダ科動物を飼養し
た長距離交易システムがこの時代に開始し
ていたという仮説を立てて検証を試みたが、
モスキート平原において骨など飼養の直接
的な痕跡を確認することはできなかった。た
だしテラスの土壌分析の結果、動物性資源に
よる施肥の可能性が示唆されたため、この仮
説は今後も検討課題とする。 
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